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先進地事務調査（委員派遣）案について 

１ 目 的 

  町は当初（令和５年度第 12 回新嵐山スカイパーク経営改革調査特別委員会（以下

「特別委員会」という。）／令和６年２月 29 日開催）、新嵐山スカイパークの新たな

集客機能として、町内外から通年での集客が可能なショップや日高山脈襟裳国立公園

の玄関口となるビジターセンターの設置を検討していたが、昨年 11 月の「令和６年

度第４回特別委員会／令和６年 11 月 18 日開催）」において、その機能を「まちなか

に設置することが望ましい」と変更し、具体的には「芽室公園の Park-PFI マーケッ

トサウンディングにおいて調査する考えである」と説明したことから、この事業構想

が具体化する前に速やかに合同委員会の調査事務とし、現地調査を通じて課題やチェ

ック項目を抽出し、並行して今後の調査・研究につなげることを目的とする。 

なお、視察先については、道内で事業実績のある恵庭市とし、その後、必要に応じ

て、さらなる先進地事務調査の要否及び類似した経営形態の調査・研究等を検討する

こととする。 

※ 「Park-PFI」とは 

飲食店、売店等の公募対象公園施設の設置又は管理と、その周辺の園路、広場等の特定

公園施設の整備、改修等を一体的に行う者を公募により選定する制度。 

 

２ 委員派遣（視察）時期  令和７年１月 28日（火曜） 

 

３ 委員派遣（視察）先   恵庭市 

 

４ 調査研究に係る課題   別紙１－２ 

 

５ 参加者名簿       別紙１－３ 

 

６ 視察行程表       別紙１－４ 

 

７ その他 

（１） 視察関連経費の予算は、議会費現行予算において事業内流用により執行する。 

（２） 町関係職員が同行する（借上バス同乗／魅力創造課及び環境土木課）。 

（３） 新嵐山スカイパーク経営改革調査特別委員会の先進地事務調査と併せて実施す

る。 


